
第
だい

１５回
かい

毎
ま い に ち

日パソコン入
にゅうりょく

力コンクール

冬
とう

季
き

大
た い か い

会
【課

か

　題
だい

】

第
だい

５部
ぶ

　和
わ ぶ ん

文Ａ　小
しょうがくせい

学生低
てい

・中
ちゅう

学
がくねん

年

ことわざ・慣
か ん よ う く

用句①

制
せ い げ ん じ か ん

限時間５分
ふん

【コンクール当
とうじつ

日の注
ちゅういじこう

意事項】

１．この用
よ う し

紙を拡
かくだい

大・修
しゅうしょく

飾などして、当
とうじつ

日使
し よ う

用しても問
もんだい

題ありません。

２．団
だんたいせきにんしゃ

体責任者の指
し じ

示にしたがい、１８桁
けた

の参
さんかばんごう

加番号を半
はんかくすうじ

角数字で入
にゅうりょく

力してください。

３．課
か だ い

題の入
にゅうりょく

力はすべて全
ぜんかく

角文
も じ

字でおこなってください。スペースと改
かいぎょう

行も字
じ す う

数に数
かぞ

え

ます。ただし最
さいしゅうぎょう

終行はのぞきます。

※参
さんこうぶんけん

考文献：小
しょう

学
がくかん

館　慣
かんようく

用句びっくりことば事
じ

典
てん

（文
も じ

字数
すう

１, ４００字
じ

程
てい

度
ど

）

＜課
かだいぶんしょう

題文章の禁
き ん そ く も じ

則文字について＞

毎
まいにち

日パソコン入
にゅうりょく

力コンクールでは、引
いんよう

用した文
ぶんしょう

章を原
げんぶん

文のままソフトに取
と

り込
こ

んでい

るため、行
ぎょうとう

頭、行
ぎょうまつ

末に禁
き ん そ く も じ

則文字が来
く

る場
ば あ い

合があります。課
かだいぶんしょう

題文章のＰＤＦファイルど

おりに入
にゅうりょく

力すると正
せいかい

解になります。

第
だい

５部
ぶ

 課
か だ い

題

主
しゅさい

催  毎
まいにちしんぶんしゃ

日新聞社

  一
いっぱんしゃだんほうじん

般社団法人　日
に ほ ん

本パソコン能
のうりょくけんていいいんかい

力検定委員会

後
こうえん

援  総
そ う む し ょ う

務 省

  文
も ん ぶ か が く し ょ う

部 科 学 省

  厚
こ う せ い ろ う ど う し ょ う

生 労 働 省

  経
け い ざ い さ ん ぎ ょ う し ょ う

済 産 業 省 ほか

この用
ようし

紙は、大
たいかい

会当
とうじつ

日使
しよう

用しますので、必
かなら

ずご持
じ

参
さん

ください。



１行
ぎょう

２８字
じ づ め

詰で、つぎの文
ぶんしょう

章を入
にゅうりょく

力してください。

　※　　の箇
か し ょ

所で改
かいぎょう

行（Enter） してください。

れきしはくり返
かえ

す

そなえあればうれいなし

わらう門
かど

には福
ふく

来
き

たる

馬
うま

の耳
みみ

にねんぶつ

頭
あたま

かくしてしりかくさず

きつねとたぬき

へそで茶
ちゃ

をわかす

おににかなぼう

ねこに小
こ

ばん

るいは友
とも

をよぶ

こいのたきのぼり

さるも木
き

からおちる

てんさいはわすれたころにやってくる

まな板
いた

のこい

のこりものには福
ふく

がある

立
た

つ鳥
とり

あとをにごさず

にがした魚
さかな

は大
おお

きい

目
め

は口
くち

ほどにものを言
い

う

親
した

しきなかにもれいぎあり

えびでたいをつる

ふくろのねずみ

花
はな

よりだんご

身
み

から出
で

たさび

ぬかにくぎ

ゆだんたいてき

かえるの子
こ

はかえる

つるの一
ひとこえ

声

病
やまい

は気
き

から

ちりもつもれば山
やま

となる

人
ひと

のふり見
み

てわがふり直
なお

せ

すずめのなみだ

くさいものにふたをする



昔
むかし

とったきねづか

せいてはことをしそんじる

とんびにあぶらあげをさらわれる

ももくり三
さんねん

年かき八
はちねん

年

ほねおりぞんのくたびれもうけ

来
らいねん

年のことを言
い

えばおにがわらう

六
ろくじゅう

十の手
て な ら

習い

なきっつらにはち

よいっぱりの朝
あさ

ねぼう

りょうやくは口
くち

ににがし

石
いし

の上
うえ

にも三
さんねん

年

けんえんのなか

口
くち

がおもい

　ことば数
かず

が少
すく

なくて、あまり話
はなし

をしない。

　かれは口
くち

がおもいけれど、言
い

うべきことはきちんと言
い

える。

百
ひゃく

も承
しょう

知
ち

　十
じゅうぶん

分すぎるほどわかっている。

　どんな登
と

山
ざん

家
か

でも冬
ふゆやま

山が危
き

険
けん

なことは、百
ひゃく

も承
しょう

知
ち

だ。

門
もん

をたたく

　でし入
い

りをねがって、おとずれる。

　兄
あに

は、しとあおぐ作
さっ

曲
きょく

家
か

の門
もん

をたたいた。

目
め

をくばる

　よく気
き

をつけて、あちらこちらを見
み

る。

　おうだんするときは、前
まえ

の方
ほう

だけでなく四
し

方
ほう

に目
め

をくばって

わたる。

うでによりをかける

　持
も

っているのうりょくを十
じゅうぶん

分に出
だ

そうとはりきる。

　母
はは

のたんじょう日
び

には、父
ちち

と姉
あね

がうでによりをかけて料
りょう

理
り

を



作
つく

った。

今
いま

の今
いま

まで

　「 今
いま

まで 」を強
つよ

めた言
い

い方
かた

。今
いま

のこのときまで。

　歌
うた

に聞
き

きほれて、後
うし

ろのせきにあなたがいたとは今
いま

の今
いま

まで

気
き

づかなかったよ。

頭
あたま

が切
き

れる

　頭
あたま

のめぐりが早
はや

く、てきぱきとものごとをしょりするのうり

ょくがある。

　かれは頭
あたま

が切
き

れるので、ぎちょうとしててきにんだ。

顔
かお

から火
ひ

が出
で

る

　たいへんはずかしい思
おも

いで顔
かお

が赤
あか

くなる。

　じゅぎょう中
ちゅう

、おなかがグーと鳴
な

ったので、顔
かお

から火
ひ

が出
で

る

ようだった。

水
みず

にながす

　今
いま

までにあったあらそいやもめごとなどをとやかく言
い

わず、

なにもなかったことにする。

　兄
あに

は今
いま

までのことは水
みず

にながして、なかなおりしようと言
い

っ

てきた。

我
われ

を忘
わす

れる

　ものごとに気
き

をとられて、夢
む

中
ちゅう

になってしまう。

　運
うんどうかい

動会の紅
こうはく

白リレーは、大
だいせっせん

接戦になり、ぼくたちは我
われ

を忘
わす

れ

て応
おうえん

援した。

かぶとをぬぐ

　とてもかなわないと、こうさんする。

　きみのもの知
し

りには、クラスのみんながかぶとをぬぐ。

口
くち

をそろえる



　大
おお

ぜいの人
ひと

が同
おな

じことを言
い

う。

　チームのゆうしょうには、みんなが口
くち

をそろえて「ばんざい

」とさけんだ。

心
こころ

にのこる

　強
つよ

いいんしょうを受
う

けて、頭
あたま

からはなれない。わすれられな

い。

　そつぎょうしたあとも、先
せんせい

生の明
あか

るいわらいがおが心
こころ

にのこ

っている。

むねに手
て

をおく

　よく考
かんが

えること。

　むねに手
て

をおいて、これまでの生
せいかつ

活をはんせいする。

足
あし

をのばす

　のびのびとゆっくり休
やす

むこと。決
き

めていたところより、もっ

と遠
とお

くまで行
い

くこと。

　いつもより足
あし

をのばして、となりの町
まち

のデパートで買
か

い物
もの

を

した。

えりを正
ただ

す

　まじめな気
き も

持ちになって身
み

じまいをただし、きちんとする。

　ぼくは、いれいひに、えりを正
ただ

しておまいりをした。

気
き

がちる

　気
き も

持ちが一
ひと

つのことにしゅうちゅうできない。

　となりのラジカセの音
おと

に気
き

がちってべんきょうができない。

口
くち

を出
だ

す

　自
じ

分
ぶん

とは関
かんけい

係のないものごとや話
はなし

などにわりこむ。

　兄
きょうだい

弟げんかに口
くち

を出
だ

しても、どうにもならない。


